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福岡県学童保育連絡協議会（以下、福岡県連協）に加盟してくださっておられるクラブ・個人・賛助

会員の皆様、働きながらの子育てを頑張っておられる保護者の皆様、そして支援員の皆様、皆様が共に

協力し合い、日頃よりご尽力してくださっていることに感謝し、合わせて県連協へのご理解ご協力あり

がとうございます。今年も皆様と共に学童保育施策の拡充に向けて活動していく所存です。 

 

 総会号にて報告しました通り、本年度も県連協活動方針に沿って活動を進めていく矢先に、九州北部

豪雨災害がおきてしまい、朝倉地域学童保育の被害状況の把握と現地に赴いての状況把握により早急に

行うべき支援と、長期にわたる支援の方法を検討する！ということがありました。 

 これには、朝倉地域の加盟クラブの支援員、朝倉市担当課様からの現地状況報告、熊本県連協神田会

長とセーブザチルドレンさんとの連携により早急支援、宮城県学童保育緊急支援プロジェクト代表池川

さんの体験に基づく心の支え、大分県連協佐藤会長との連携、そして九州各県連協の協力、全国連の協

力や支援体制、全国の各県連協からの励まし等があり、我々県連協を支えて頂いたことに感謝します。 

  

福岡県学童保育連絡協議会・大分県学童保育連絡協議会は、“学童保育に通う子どもたちや指導員に

必要な支援を”と募金を行い、協力を呼びかけています「平成 29 年７月九州北部豪雨学童保育支援募

金」に関しましては、現在も全国からたくさんの義援金が寄せられています。感謝すると共に、報告は

別紙にてきちんと報告することといたします。 

 

それでは 2017年度総会号発信後の活動を報告します。 

 

 

 

 

 

  今年 7 月 5 日台風接近後の北部九州はそのまま大雨が豪雨へと変わり、朝倉市と大分

県日田市を中心に 7日の大災害となってしまいました。 

  県連協は次の日の 8 日、熊本県連協神田会長の指導の下セーブザチルドレンさんとつ

ながり、被災し生活出来なくなってしまった一つの学童保育への整備支援を早急に行い

ました。と同時に、被災地域の支援員さん方からの状況報告、朝倉市担当課さまと現地

視察による状況把握、支援の方法を検討し、二つの学童へのお弁当支援を行いました。   

そして宮城県池川さんから体験から基づく心の支援として冊子「被災者の心を支える

ために」を送っていただき朝倉市を通して全ての学童保育に配布して頂きました。 

大分県連協佐藤会長と共に支援の方法を検討、全国連からも現地視察に入ってくださ

いました。長期にわたる支援の方法を共に検討し合い、福岡県学童保育連絡協議会・大分県

学童保育連絡協議会は、“学童保育に通う子どもたちや指導員に必要な支援を”と募金「平成 29年７
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月九州北部豪雨学童保育支援募金」を行い、協力を呼びかけています。現在も全国から義援金が

集まっています。 

県連協は大分県連協と共に、こどもたち、保護者、支援員の方々への心のケアとして

様々な学習会や交流会を検討しています。 

関係者の皆様からの多大なるご支援ご協力に感謝すると共に、今後ともよろしくお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７／15 朝倉市訪問 

義援金活動開始～支援活動 

※お弁当支援 

８／５ 朝倉市学童保育訪問 

８／１０ 全国連協役員、

朝倉市学童保育訪問 

現在も、事務局会議を数回重ね・・・検討して

います。 

県連協は大分県連協と共に、こどもたち、保護

者、支援員の方々への心のケアとして様々な学習

会や交流会を行う予定で検討中 
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  総会で承認を得ました今年度の活動実現に向けて、役員全員で検討することが主体で

したが、 

九州北部豪雨に対する実態調査報告や支援の方法の検討が主体となって検討しました。 

それぞれが現役で働いている役員ですが、朝倉地域からの役員もいますし、ボランティ

ア活動を行った役員もいて、皆、我が事のように真剣に議論し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

  県子ども・子育て支援行動計画の中間期報告となりました。子育て支援に基づく様々

な職種・支援活動・研究者等の委員の皆様から、子育て支援に関する報告や実態状況、

困難さ、そして貧困に対する課題や支援が必要な子どもたちへの支援の課題等や質問、

要望などがあり、多方面から議論し合うことができました。もちろん、学童保育に関す

る状況も報告させて頂きました。 

  来期も委員として継続することとなりましたので、子育て支援全般において県内の子 

育て支援充実に向けて邁進していこうと思います。 

 

 

 

 

 

 

【報告事項】 

〔１〕事務局報告（朝倉報告・2017年 5月実態調査＜福岡県＞・他） 

〔２〕主任者研修案内 

 

 【協議事項】 

〔１〕部会会議～報告 

〔２〕県との懇談会について 

〔３〕第 36回県学童保育研究集会について 

〔４〕第 52回全国学童保育研究集会について 

〔５〕第 1回運営委員会について  

 

    上記報告や協議、議論を行いました。 

 

８／１８  福岡県子ども・子育て会議出席 

 

 

 

 

７／３０ 第 1 回役員会 

 

９／3AM 第 2 回役員会 
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○ 研究集会開催日：2018年 2月 12日（祝） 福岡県春日市クローバープラザ 10：00～16：00 

  まず、実行委員会体制役員体制（案）を了解しました。 

今回の研究集会メインテーマを考えるにあたって、各地域から子どもの様子、夏休みの報告を実行委

員に語っていただきました。 

 

・朝倉では北部豪雨で親戚が亡くなるなど子どもに精神的影響が出てきている・映画上映「火の雨が

ふる」命平和の大切さを考える・過保護で子どもが自分で考えることができない・刃物で水筒の紐を切

る、死ね殺すを使う対応に困っている・キャンプで男女同じ部屋で泊まった又昼寝に身体を触るなど性

の問題の対応に困っている・教師と保護者、学童の関係がうまく行かない・異年齢の集団づくりか難し

い・昼食を持ってこない子貧困が気になる・学童保育は子どもの権利条約が基本、学校教育が変わって

いる中で子ども達の本来の考えが必要。・他 

 

 ＊記念講演者：広木克行氏に決定 

（神戸大学名誉教授 不登校 ひきこもり カウセリング研究） 

 

＊次回第２回実行委員会 10月 15日（日） 会場 春日クローバプラザ創作工房  

１０：００～１２：００ 

 

 

 

 

 

 

   全国連が毎年発行しています学童保育情報誌、2016～2017 年版が発行されています。毎年

春に行う調査を元に・・・及び国の流れや学童保育に対する通達等、学童保育に関する最新の

情報をお届けします。 行政との要望や交渉、懇談時に活用したり、運営の改善等に活用でき

ます。 

   購入したい方は、県連協事務局までお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

  学童保育の保育内容を豊かにするために、指導員がどのような仕事を行うか（知識や技能）につい

て指導員個々人の現場実践の積み重ねだけではなく、全国連協の機関紙である月刊「日本の学童ほいく」

2016～2017 学童保育情報誌   

全国連発行  ￥８００－ 

９／3PM 第 36 回福岡県学童保育研究集会 

        第 1 回実行委員会    始動！！ 

 

 

 

 

テキスト 学童保育指導員の仕事   

全国連発行   ￥８００－ 
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で取り上げられた実践記録や多くの論文・報告、そして全国学童保育の生活づくり分科会での議論を参

考にすると共に、全国連協が主催する会議での議論も踏まえ、実践者である指導員が中心となって整

理し作成されています。このテキストをそれぞれの地域での研修や学習に活用していただき、学童

保育現場で深められてことや気づき、学びなどを指導員間で共有し、地域での実践が深まりそこか

ら生まれた声を学童保育指導員の力量を高めていくことにつなげ、さらにテキストがよりよいもの

としていければと願っています               

―テキスト 学童保育指導員の仕事 ～はじめに～より― 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆子どもたちの作文やイラストを全国連に送り、子どもたちの作文やイラストを載せても 

らいましょう！！ 開くのが楽しくなります。 

詳しくは福岡県連協へ・・・ 

 

 ほいく誌は、自ら購読して読むことが大事です！ 「学童に一冊ありますから」という声があります

が、そのほいく誌読んでおられますか？ 気になったこところに線を引くことが出来ますか？ 是非自

ら購読してこそ自分のものになります。是非！！ 

             購読申込待っています！！ こちらも申し込みは福岡県連協へ・・・ 

日本の学童ほいく誌！１０月号のみどころ 

 

［特集］ 

みんなの思い     子育て・仕事・学童保育 

 ・わが家の子育てまわりの人々にささえられて 

 ・息子たちと歩んだ日々をふり返って 

 ・働きつづけること、娘たちの充実した放課後を願って 

 ・親子の笑顔を支える学童保育でありたいと願って 

 ・保護者同士、支え・支えられる関係を 

 

［連載］ 

◎講座 

学童保育を求め、つくってきた人々 学童保育の歴史から学ぶ 

１ 悲しみからの出発・・・敗戦直後、学童保育をはじめ

た三木達子と今川学園  

 

新連載 

私が書いてみようと思っている歴史は、戦後日本の学童保育の歴

史をまんべんなく追うものではなく、学童保育を求め、つくって

きた人々の努力や営みがみえるようなものです。リレーでバトン

を受け取るように、学童保育を求め、つくってきた先達の努力を

受けとれるような歴史を書いてみたいと思います。 

石原剛志氏 
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＜各種研修会案内＞ 

県連協は、来年度も学童保育に関わる全ての支援員及び保護者が学ぶ場として様々な研修会を企画  

しております。 皆さんと共に学び合えることを楽しみにしています。 

 

① 出前講座研修（6講座+保護者会向け 1講座）…継続 

2011年度から始め 2017年度は 7年目に入ります。今年度は「基礎講座／実践講

座 

／ステップアップ講座」と受講生の段階に合わせて構成しました。 

 

②  放課後児童支援員主任支援員研修… 2017年１０月２９日開催 

 案内はすでに市町村に配信しております。 

 まだ間に合いますので、皆様のご参加お待ちしております 

 

③  第 52回全国学童保育研究集会㏌兵庫…2017年 11月 4～5日開催 

   リーフレットは既に配信されています。 各市町村にも配信しておりますので 

  「参加しよう！！」と思っておられる方々は申し込まれてください。  

福岡県内１００名参加を目指しています。 全国の方々と交流し合い学習し合い  

刺激し合いましょう。語り合いましょう。 

 

④ 保護者学習・交流 

  『保護者会 学習会／交流会』を実施 

※申し込み案内は、改めてご案内致します。 

 

＜県連協活動予定＞ 

  

 ★9月 26日 福智町学童保育連絡協議会 出前研修 

 ★10月 15日 AM第 1回運営委員会 

        PM第 36回県研究集会第 2回実行委員会 

 ★10月 19日 うきは市放課後児童支援員会研修 

 ★10月 29日 放課後児童支援員主任支援員研修 

★11月 3日 全国運営委員会総会 

 ★11月 4～5日 第 52回全国学童保育研究集会㏌兵庫   

 ★11月 26日 AM第 3回役員会 

        PM第 36回県研究集会第 3回実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

HP をご覧になって、ぜひ加盟したいと思われたクラブ・個人・そして運営者の皆様へ 

 

 ご覧の通り、県連協は全国連とつながり、様々な情報を得ながら、学童保育を利用す

る全ての子どもたちへの育成支援、働きながら子育てする保護者への就労支援が出来

るよう、情報提供や、県市町村への要望や懇談、相談業務、諸々の学習会を行い、皆

様と共に頑張ろうと思っています。 ぜひ共に！！ 

 

 加盟して下さる場合は県連協事務局へご連絡をくださいませ 

              県連協事務局☎番号 093-662-6000  木下まで 

まだ間に合

います 


